
現場で痛感した、「備え」の大切さ。
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テレビのチャンネルを KBC（1ch）に
合わせます。

リモコンの「dボタン」を押します。

「dボタン広報紙」を選び、「決定ボタン」
を押して防災情報を確認。

※ お使いのリモコンによりボタンの位置は異なります。

市の防災情報を受信する
のは LINE が便利。
友だち登録をすると、受
信する情報を「防災」「イ
ベント」「健康」など、
興味がある分野で自由に
選ぶことができます。

DMAT（災害派遣医療チーム）とは、大規模災害が発生した

際にいち早く被災地へ駆けつける、専門的な訓練を受けた医

療チームです。新行橋病院にも、本来の業務と並行しながら

有事に備えるDMATチームがあります。熊本地震の被災地

へ派遣された田中宏典医師に、活動報告と、私たちにできる

備えについて聞きました。

被災地へ、行橋から。
-新行橋病院DMATが支援に出動しました-

活動報告 新行橋病院 DMATが現地で行った主な活動をご紹介します

MISSION 患者搬送

被災地の医療機関と連携し、治療が必要な患者
を安全に医療機関へ搬送しました。道路状況の
確認や安全面の確保など、迅速かつ慎重な対応
を行いました。

MISSION 避難所スクリーニング

避難所を訪問し、避難者の健康状態を確認しまし
た。体調不良の早期発見や、必要な医療へのつな
ぎを行い、安心できる避難生活を支えました。

MISSION 貯水槽調査

避難所や医療機関の断水の原因を調査し、貯水
槽の不具合を解消しました。衛生環境の確保は
感染症予防のために欠かせない重要な活動です。

MISSION 診療所スクリーニング

地域の診療所を訪問し、医療機能や物資の状況
を確認しました。医療ニーズの把握と、必要な
支援につなげるための情報収集を行いました。
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新行橋病院新行橋病院
副院長 兼 救命救急部 部長副院長 兼 救命救急部 部長
日本DMAT隊員日本DMAT隊員
田中 宏典 医師田中 宏典 医師

新行橋病院DMATチームメンバー新行橋病院DMATチームメンバー
医師 看護師 業務調整員

1人 2人 3人

※撮影時 1人研修のため不在

地域を守る拠点がある。
大規模な災害が発生したとき、地域の医療はどうなるので

しょうか。

新行橋病院は国が指定する「災害拠点病院」として、災害

時に地域医療の中心的な役割を担います。非常用電源や最

低 3 日分の食料・医薬品を常備し、ライフラインが途絶え

た状況でも医療機能を維持できる体制を整えています。重

症患者の受け入れには手術室や人工呼吸器の台数など物理

的な限りがあります。想定を超える大規模災害の際には、

「EMIS（広域災害救急医療情報システム）」 を活用して

北九州市など域外の病院とリアルタイムで連携し、広

域搬送の調整も行います。

また、災害拠点病院には DMAT チームの設置が要件

の一つとなっており、平時から月 1 回の委員会開催や

年 1 回の九州ブロック災害訓練への参加など、有事に

備えた準備を積み重ねています。地域の皆さんの命を

守るために、新行橋病院は今日も備え続けています。
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